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「お姉ねえちゃん、お姉ねえちゃん、たいへん。」と、まくらをならべている正しょうちゃんが、夜中よなかにお姉ねえさんを起おこしました。よく眠入ねいっていたお姉ねえさんは、何事なにごとかと思おもって、おどろいて目めをさまして、

「どうしたの、正しょうちゃん。」と、いまにも立たち上あがろうとなさいました。

「あれ、たいへんじゃないか。」と、正しょうちゃんは、大おおきな目めをあけて、耳みみをすましていました。

「なにさ、なにがたいへんなの。」

「アオン、アオンといっているだろう。あれは、黒くろいどらねこだよ。そして、ニャア、ニャアといっているのは、三毛みけなんだよ。」

　正しょうちゃんは、ねこのけんかで目めをさましたのでした。小ちいさい三毛みけが、大おおきな黒くろねこにいじめられているので、たいへんだと思おもったのです。

「ねこのけんかでしょう。そんなことで、人ひとを起おこすものがありますか、びっくりするじゃありませんか。」と、お姉ねえさんは、正しょうちゃんをしかりました。正しょうちゃんは、お床とこの中なかで、しばらく黒くろねこと三毛みけねこのけんかをきいていましたが、我慢がまんがしきれなくなって、

「しっ！」と、どなりました。

　そのうちに、ねこのなき声ごえがしなくなりました。

「わるいどらねこだな。こんど見みつけたら、石いしを投なげてやるから。」

　そういって、正しょうちゃんは、眠ねむりましたが、お姉ねえさんは、なかなか眠ねむれませんでした。明あくる日ひの朝あさ、みんなが、テーブルの前まえにすわったとき、

「あんなことで、起おこすものじゃなくてよ。」と、正しょうちゃんは、お姉ねえさんにしかられました。ところが、その日ひの午ご後ごでありました。お姉ねえさんが、学校がっこうから帰かえってくると、往来おうらいで遊あそんでいた正しょうちゃんが、遠とおくから、見みつけてかけてきて、

「お姉ねえさん！」と、呼よびました。これを見みた、お姉ねえさんは、思おもわずにっこりなさいました。正しょうちゃんは、やっと、お姉ねえさんに近ちかづくと、

「お姉ねえちゃん、おしるこがあるよ。だけど、たった、一杯ぱい！」と、大おおきな声こえで、いいました。歩あるいている人ひとが、これをきいて、笑わらってゆきました。お姉ねえねえさんも、きまりが悪わるくなりました。お家うちへ帰かえると、お姉ねえさんは、

「なぜ、あんなみっともないことをいうの、人ひとが笑わらってゆくじゃありませんか。」といって、正しょうちゃんをしかりました。

「ほんとうだから、いいだろう。僕ぼく、おしるこたべたいな。」と、正しょうちゃんは、いいました。

「いいえ、もう、あんたはいけません。」と、お母かあさんがおっしゃいました。

　正しょうちゃんは、外そとへ遊あそびにゆきました。それから、だいぶ時間じかんがたちました。そのうちに、日ひが陰かげって、風かぜが寒さむくなりました。

「さっき、正しょうちゃんは、セーターをぬいだのよ。寒さむくなったから、呼よんできて、着きせておやり、かぜをひくといけない。」

　こう、お母かあさんが、おっしゃったので、お姉ねえさんは、正しょうちゃんをさがしにゆきました。しかし、どこにも、その姿すがたが、見みつかりませんでした。

「いませんのよ。」と、お姉ねえさんは、帰かえってきました。

「赤土あかつちの原はらっぱにも。」

「ええ、原はらっぱにも、お宮みやの境内けいだいにも。」

　正しょうちゃんは、よく、その原はらっぱや、お宮みやの境内けいだいで、お友ともだちといろいろのことをして遊あそぶのです。

「どこへいったでしょう。こんなにおそくまで遊あそんでいることは、ないのに。」と、お母かあさんはおっしゃいました。

「私わたし、心配しんぱいだから、もう一度ど見みてくるわ。」と、お姉ねえさんは、目めに涙なみだをためて、お家うちを出でました。昨日きのうから、いろんなことで、正しょうちゃんをしかったのを思おもい出だして、悪わるいことをしたと後悔こうかいしました。なぜなら、それは、正しょうちゃんが、無邪気むじゃきであったからです。

「ねこのけんかも、おしるこのことも。」と、お姉ねえさんは、歩あるきながら、考かんがえました。そのとき、あちらから、子供こどもたちの声こえがして、わあわあいって、きかかる中なかに、正しょうちゃんもいたのです。お姉ねえさんは、やっと安心あんしんして、そのそばにまいりました。

「正しょうちゃん、どこへいっていたの？」と、お姉ねえさんは、ききました。

「本屋ほんやの二階かいで、学校がっこうごっこをやっていたのさ、僕ぼくは、算術さんじゅつが七点てんで、読よみ方かたが八点てんで、三番ばんだ。えらいだろう。」と、正しょうちゃんは、いいました。

「だめよ。もっと、いいお点てんをとらなけりゃ。」と、お姉ねえさんは、しかってから、はっとして、いつも弟おとうとに小言こごとをいう悪わるいくせに気きがついて顔かおを赤あかくしました。
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